
１日目「自治研セッション」に登場
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自治労ホームページ
組合員限定ページ
「自治労通信」も読めます

■自治労通信
７月号ラインナップ■

①【特別企画】災害と自治体職員

②SOGI 理解増進法を自治体で活用す
るために

③地方財政入門（第4回）

④機関紙教室：ビラの壷（後編）

⑤憲法をどう使うか？（第32回）

耐震管取り替え工事現場を拝見
1日に可能な工事は30メート
ル程度。時間のかかる地道な
手仕事だ。耐震管は頑丈な鋳
鉄製。接合部が可動式になっ
ており、地震のショックで離
れないようにできている。

●耐震管率
基幹管路の長さに対する耐震
管の長さの割合
●耐震適合率
耐震管ではないが地盤の状態
などから耐震性があると評価
される管の割合

第40回自治労水週間（8月1日～7日） 災害から考える水道の未来

100年先も水の恵みを
みんなに届けるため

めぐるちゃん
自治労の

公式みずキャラクター

千葉裕人さん
北上市職労

岩手中部水道企業団労組

め

水
道
管
が
地
震
で
壊
れ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う

す
る
の
？
工
事
現
場
に
連
れ
て

行
っ
て
よ
。

ち

い
い
よ
。
見
て
ご
ら
ん
。

耐
震
管
と
い
う
水
道
管
に
取
り

替
え
る
ん
だ
。
地
震
で
揺
れ
る

と
管
の
接
続
部
分
が
動
く
よ
う

に
で
き
て
い
る
か
ら
、
は
ず
れ

な
い
ん
だ
よ
（
左
写
真
）。

め

国
は
基
幹
管
路
の
耐
震

適
合
率（
左
囲
み
解
説
参
照
）を

2
0
2
8
年
度
末
ま
で
に
60
％

以
上
に
す
る
の
が
目
標
と
言
っ

て
い
る
よ
。
2
0
2
2
年
度
末

の
適
合
率
は
42
・
3
％
だ
ね
。

具
体
的
に
は
、
ど
う
い
う
風

に
工
事
を
進
め
る
の
？

ち

水
道
管
は
、全
国
的
に
更

新
が
遅
れ
て
い
て
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
40
年
以
上
使
わ
れ

て
い
る
管
は
全
国
で
22
％
く
ら

い
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。

老
朽
化
す
る
と
漏
水
や
破
裂

が
起
き
て
広
範
囲
で
断
水
す
る

こ
と
が
あ
る
か
ら
、
老
朽
化
し

た
管
か
ら
優
先
的
に
更
新
す
る

計
画
を
作
っ
て
、
工
事
の
と
き

に
耐
震
管
に
取
り
替
え
て
い
く

よ
。
一
気
に
は
で
き
な
い
か

ら
、
毎
日
、
少
し
ず
つ
だ
。

め

千
葉
さ
ん
の
職
場
は
、企

業
団
っ
て
言
う
の
？
市
役
所
の

上
下
水
道
局
と
は
違
う
ん
だ
。

ち

僕
が
働
い
て
い
る
企
業

団
は
2
市
1
町
が
10
年
前
に
共

同
で
設
立
し
た
ん
だ
（
下
囲

み
）。
人
口
が
減
る
中
で
、
水

道
料
金
収
入
の
減
少
、
設
備
の

老
朽
化
な
ど
の
悩
み
を
、
ど
の

自
治
体
も
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
近
隣
の
自
治
体
の
水

道
担
当
者
を
中
心
に
10
年
以
上

も
議
論
を
重
ね
て
「
広
域
化
」

を
決
め
た
ん
だ
。

自
治
体
ご
と
の
事
業
を
統
合

す
る
こ
と
で
運
営
を
効
率
化
し

て
、
中
長
期
的
な
計
画
を
作
る

中
で
、
水
道
料
金
を
一
気
に
引

き
上
げ
な
い
で
、
設
備
の
集
約

化
や
更
新
、
必
要
な
人
材
育
成

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
き

た
の
さ
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
の
量

と
人
員
な
ど
、課
題
は
あ
る
よ
。

め

い
つ
ま
で
も
水
道
を
使

い
続
け
る
た
め
に
は
、
千
葉
さ

ん
は
何
が
必
要
だ
と
思
う
？

ち

管
路
は
ど
ん
ど
ん
老
朽

化
し
て
い
く
け
ど
、
人
口
減
少

が
急
速
に
進
ん
で
、
水
の
需
要

は
減
っ
て
い
る
。
今
あ
る
施
設

を
前
提
に
、
耐
震
化
だ
け
を
進

め
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

1
0
0
年
先
の
将
来
を
見
す

え
た
「
次
世
代
水
道
」
の
構
想

を
描
い
て
、
そ
こ
に
投
資
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
よ
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
、
今
か
ら
起
こ
し

た
い
。
そ
う
考
え
て
い
る
よ
。

め

水
道
っ
て
す
ご
く
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
ね
。

能
登
半
島
地
震
で
は
水
道
管
が
広
範
囲
に
壊
れ
、
石
川
県
を
中
心
に
約
13
・
7

万
戸
で
断
水
が
発
生
し
た
。8
月
1
日
か
ら
の
水
週
間
を
機
に
、水
道
管
の
「
耐

震
化
」
を
通
し
て
水
道
の
未
来
を
考
え
る
。
自
治
労
の
公
式
み
ず
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
め
ぐ
る
ち
ゃ
ん
が
、
耐
震
化
工
事
の
現
場
に
突
撃
取
材
し
た
。

第
40
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
10
月
4
〜
5
日
・
島
根
）

予
告
編

①

《
働
く
》か
ら
見
つ
め
る《
自
治
》

「しまね自治研」1日目の目玉企画「自
治研セッション」に登場する「働き方研
究家」の西村さん。聞いたことのない肩
書だ。一体何者か？
スタートはデザイナー。30歳で大手企

業を辞めて独立したとき、さまざまな「い
い仕事」をしている人に話を聞きまわっ
たことから生まれた名乗りだ。徳島県の
神山町では地域創生に関与。執筆、中小
企業の伴走支援、様々なワークショップ
の主催など、幅広く活動する。
《働く》ことを軸に自治を見つめる自

治研集会に、西村さんはどんな新しい風
を吹き込むのか（2面にインタビュー）。

働
き
方
研
究
家
・
西
村
佳
哲
さ
ん

西
村
佳
哲
（
に
し
む
ら
よ
し
あ
き
）

（
有
）
リ
ビ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
代
表
。
つ
く
る
・
書
く
・
教
え

る
、
大
き
く
3
つ
の
分
野
で
働
く
。
近
著
は
『
ひ
と
の
居
場

所
を
つ
く
る
』（
2
0
2
0
年

ち
く
ま
文
庫
）

自
治
労
水
週
間
ぬ
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル

どなたでも応募できます
自治労は「自治労水週間ぬり絵コン
クール」を開催します。今年のテーマ
は、「水の奏で―忘れがちな宝物」で
す。ポスターデザインは二次元バー
コードからダウンロードできます。
募集期間は、7月8日（月）から8月

31日（土）まで（当日消印有効）。

岩手県北上市、花巻市、紫波町の3自治
体で2014年4月に事業を開始。約21万人
の給水人口・10万戸の給水戸数に水道水
を供給する、水道事業の広域化の「草分
け的存在」。将来を見据えた水道ビジョ
ンの策定、事業の効率化、老朽管の更新
や人材育成などに注力している。

■岩手中部水道企業団

花巻市東和町倉沢地区の現場
（7月3日）

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2024年7月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2371号（１）

自治体職員が働き方を変えれば地域が変わる

西村佳哲さん（取材日：6月26日）

自分の言葉で話す会議を
役場はまちのバックオフィス

多
く
の
人
の
《
働
き
方
》
を
見
つ
め
て
き
た
西
村
さ

ん
。
彼
の
眼
に
は
、
自
治
体
職
員
の
仕
事
ぶ
り
は
、

ど
の
よ
う
に
写
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

徳
島
県
の
神
山
町
と
東
京
の

二
拠
点
生
活
を
し
た
と
き
、
役

場
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
感
じ
た

の
は
、
職
員
数
が
少
な
く
、
職

員
1
人
ひ
と
り
が
自
分
の
仕
事

で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
周
囲
と
話

し
合
っ
て
何
か
を
創
り
出
す
経

験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
ん
だ

な
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

既
存
業
務
を
問
題
な
く
こ
な

す
だ
け
で
は
新
し
い
仕
事
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ど
ん

な
組
織
に
も
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
人
は
い
る
も
の
で
す
。
住

民
が
そ
う
い
う
職
員
を
応
援
し

て
、
役
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

や
め
方
を
教
わ
り
、慣
れ
る

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
た
め

に
は
、
時
代
に
合
わ
な
い
古
い

仕
事
を
や
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。と
こ
ろ
が
、や
め
る
の
は
難

し
い
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
や

め
る
こ
と
を
、
上
手
に
や
め
た

組
織
か
ら
学
び
、
や
め
る
こ
と

に
慣
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
仕
事
は
会
議
で
進
み

ま
す
の
で
、
会
議
の
あ
り
方
は

と
て
も
重
要
で
す
。
会
議
で
は

自
分
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
大

切
で
す
。「
誰
か
が
こ
う
言
っ

て
い
た
」
で
は
な
く
、「
自
分

は
こ
う
思
い
ま
す
」
と
、
自
分

の
意
見
を
言
わ
な
い
と
、
会
議

は
死
に
ま
す
。

会
議
に
は
、《
共
有
・
拡
散
・

混
沌
・
収
束
》
の
4
段
階
が
あ

り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、拡
散
と
混

沌
を
恐
れ
て
、
す
ぐ
収
束
さ
せ

よ
う
と
す
る
会
議
が
多
い
の
で

す
。拡
散
・
混
沌
を
経
た
結
論
は

豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
2
〜
3
回
経
験
す
れ
ば
皆

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

役
場
は
ま
ち
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
で
す
。企
画
・
総
務
部
門

が
明
る
く
ノ
リ
が
い
い
と
組
織

は
元
気
に
な
る
。
役
場
の
雰
囲

気
が
地
域
の
雰
囲
気
を
作
り
ま

す
の
で
、
と
て
も
大
事
で
す
。

自
治
研
集
会
は
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
ヨ
コ
の
交
流
が
で
き

る
貴
重
な
場
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第40回自治研集会in島根

1日目 10月4日（金） 全体集会 10：00～17：00
（会場：くにびきメッセ）

自治研セッション 13：00～16：00
「1％の仕事から考える。課題が価値に変わるとき」
◎登壇者 西村佳哲さん（働き方研究家）

藤井誠一郎さん（立教大学教授）
前田 真さん（自治労東大阪）

2日目 10月5日（土） 分科会 9：00～16：00
（会場：くにびきメッセ他）

第1分科会 「定員制：先着80人」
ようこそ島根へ―自治研入門リターンズ

会場「ホテル白鳥」
第2分科会 地方を変える、AIの力
第3分科会 公務職場を魅力あるものにするために
第4分科会 もう知らないでは済まされない

LGBTQ＋【実践編】
第5分科会 いのちを守る防災・減災計画

震度7・その時あなたは
第6分科会 地域公共交通の現状と課題

交通弱者をつくらないまちづくり
第7分科会 中山間地の地域づくり

会場 浜田市「石央文化ホール」
特別分科会 「定員制：先着60人」（開催県本部主催）

世界遺産の町で学ぶ歴史と暮らし
会場 大田市「石見銀山世界遺産センター」

特別分科会 地域から考えるカーボンニュートラル

6
月
3
〜
14
日
に
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
第
1
1

2
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
が
開
か

れ
、
条
約
の
適
用
状
況
を
審

査
す
る
基
準
適
用
委
員
会
の

「
個
別
審
査
」
に
、
日
本
の

公
務
員
の
労
働
基
本
権
問
題
が

付
さ
れ
た
。

こ
の
会
合
に
は
石
上
千
博
委

員
長
が
連
合
代
表
団
の
一
員
と

し
て
出
席
。
日
本
政
府
の
誠
実

な
対
応
を
求
め
て
発
言
し
た
。

「
個
別
審
査
」

は
6
月
11
日
に

実
施
さ
れ
た
。

審
査
さ
れ
た
の

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
87

号
条
約
の
日
本

国
内
で
の
適
用

状
況
。
冒
頭
、

日
本
政
府
代
表

と
し
て
細
田
大

造
総
務
省
公
務

員
課
長
が
消
防

職
員
の
団
結
権
、
消
防
職
員
委

員
会
制
度
の
意
義
等
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
の
立
場
を
説
明

し
た
。

当
事
国
の
労
働
者
代
表
と
し

て
発
言
し
た
石
上
委
員
長
（
連

合
会
長
代
行
）
は
、
日
本
政
府

が
2
0
1
8
年
の
「
個
別
審

査
」
に
お
け
る
議
長
集
約
で

「
自
律
的
労
使
関
係
制
度
に
つ

い
て
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協

議
す
る
」
等
を
内
容
と
し
た
5

課
題（
囲
み
参
照
）を
示
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
政
府
は
誠
実
に

向
き
合
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
。「
日
本
の
公
務
員
の
労
働
基

本
権
問
題
の
根
本
的
か
つ
抜
本

的
な
解
決
に
向
け
た
日
本
政
府

の
誠
実
な
対
応
を
導
く
本
委
員

会
の
討
議
と
結
論
を
要
請
す

る
」
と
強
く
主
張
し
た
。

労
働
者
側
ス
ポ
ー
ク
ス
パ
ー

ソ
ン
も
日
本
政
府
に
対
し
、
社

会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
議
を

通
じ
2
0
2
6
年
ま
で
に
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
行
動
計
画
を
早
急

に
策
定
し
、
2
0
2
4
年
9
月

ま
で
に
専
門
家
委
員
会
に
提
出

す
る
こ
と
等
を
求
め
た
。

日
本
政
府
に
対
し
改
め
て

対
応
と
報
告
求
め
る
議
長
集
約

「
個
別
審
査
」
を
踏
ま
え
た

議
長
集
約
（
結
論
）
で
は
、
改

め
て
日
本
政
府
に
対
し
、
消
防

職
員
の
地
位
と
労
働
条
件
の
改

善
、
刑
事
施
設
職
員
の
団
結
権

の
あ
り
方
、
自
律
的
労
使
関
係

制
度
の
検
討
な
ど
に
関
し
、
労

使
団
体
と
の
協
議
を
行
い
、
本

年
9
月
ま
で
に
報
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。

議
長
集
約
を
踏
ま
え
連
合
・

自
治
労
は
、
公
務
員
の
労
働
基

本
権
問
題
に
対
し
て
、
引
き
続

き
政
府
に
対
し
て
真
摯
な
議
論

と
速
や
か
で
実
効
あ
る
対
応
を

求
め
て
い
く
。

結
社
の
自
由
及
び
団
結
権
の

保
護
に
関
す
る
条
約
（
第
87

号
）は
、団
結
権
保
障
を
詳
細
に

規
定
し
た
条
約
。
日
本
は
1
9

6
5
年
6
月
14
日
批
准
。
こ
の

条
約
で
は
、
団
結
権
が
与
え
ら

れ
な
い
の
は
軍
隊
と
警
察
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
公
務

員
法
制
で
は
消
防
職
員
、
刑
事

施
設
職
員
な
ど
も
警
察
と
同
視

さ
れ
る
と
の
理
由
で
団
結
権
が

否
認
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
法
の

整
備
が
不
十
分
な
状
態
に
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
日
本
案
件
が
個
別
審
査
に

石
上
委
員
長
が
労
働
者
代
表
で
発
言

個別審査で発言する石上委員長

今年6月、自治法改正により
多くの自治体で会計年度任用職
員にも勤勉手当が支給された。
支給日を迎えた単組のひとつ

に現場の声を聞いた。
◇ ◇

「『一時金が多すぎる。計算
間違ってない？』って、同僚か
らLINEが入ってきたんです」
と、木村恵子（写真中央）さん
が笑う。一時金は、期末手当と
勤勉手当から成り、夏冬それぞ
れ期末手当が1．225カ月、勤勉
手当は1．025カ月（国の制度）。

これまで期末手当だけ支給され
ていた人から見れば、倍増に近
い。
「これこそ組合で勝ち取った

ものよと仲間に宣伝していま
す。賃金改定4月遡及のときも
学習会で説明して、新規加入者
がありました」。そして「組織内
国会議員など関係者のご尽力の
おかげ」と、木村さんは振り返る。
今後の課題はとの問いには、

「現行4号の昇給の頭打ちを引
き上げ、当面、県並みの8号に。
病気休暇の整備も」と話した。

会計年度任用職員に勤勉手当支給が実現 栃木・鹿沼市職労

組合の存在価値を実感
栃
木
・
鹿
沼
市
職
労
の
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
連

絡
会
会
長
・
木
村
恵
子
さ
ん
（
中
央
）、
瓦
井
雅

俊
委
員
長
（
左
）
と
清
水
直
紀
書
記
長
（
右
）

労働基本権
問 題

①自律的労使関係制度の社会的パート
ナーとの協議・検討
②消防職員委員会制度の機能に関する
課題等についての情報提供
③消防職員が警察と同一視されるとい
う政府の見解等についての社会的パー
トナーとの協議、協議結果の情報提供
④刑事施設職員の団結権についての社
会的パートナーとの協議・検討
⑤人事院の手続の中立性、調停・仲裁
機能についての社会的パートナーとの
協議・検討

日本案件第87号条約
個別審査議長集約（2018年）

勤
勉
手
当
の
支
給
を
可
能
に
し
た
今
回
の

地
方
自
治
法
改
正
は
、
私
自
身
、
政
治
と
労

働
組
合
運
動
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
実
感
し
た
出
来
事
だ
っ
た
。

22
年
11
月
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
50
箱
ほ
ど
の
、

皆
さ
ん
が
書
い
て
く
れ
た
勤
勉
手
当
支
給
を

求
め
る
署
名
を
、
配
送
の
お
兄
さ
ん
と
一
緒

に
総
務
省
に
運
ん
だ
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

皆
さ
ん
の
思
い
、
組
織
内
議
員
の
尽
力
、

各
単
組
の
頑
張
り
で
手
に
し
た
昨
年
の
倍
の

金
額
の
手
当
は
、
組
合
の
必
要
性
を
感
じ
さ

せ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
。

臨時・非常勤等職員全国協議会
議 長 中谷 公子

（自治労くしろ児童厚生員ユニオン）

※1面から続く

『政治とのつながり』を実感

・・・・2024年7月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2371号（２）
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3. 自治研セッション 
 

 

 

 

 

 

 

 

１％の仕事から考える。 

課題が価値に変わるとき 

じちろう‥‥2024年７月15日より
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職業差別を乗り越えた先進的な屎尿収集 
 

立教大学 コミュニティ福祉学部  

准教授 藤井誠一郎 

 

 先日次のような光景に出くわした。登校途中の中学生の集団の横を清掃車が通った時、その

うちの 1 人が迷惑そうな口調で「清掃車、臭いな」と大きな声をあげて言った。 

確かに臭った。しかし、社会に必要な仕事に従事している人に向かって大きな声で言う言葉

ではない。しかも清掃車自体が臭いのではない。排出するごみが臭いのである。 

その集団は清掃車を馬鹿にしながら過ぎ去っていったが、関わりを持ちたくなかったので注

意しなかった。しかし暫くして、注意しなかった自分を後悔した。この中学生は筆者の所属す

る大学の付属中学生であったので、なおさら後悔した。 

ごみ収集以外の臭いが伴う業務といえば屎尿収集があげられる。現在では水洗トイレが普及

しているため、都市部ではバキュームカーをそれほど見ない。しかし何らかの理由で下水道が

整備できない地区や工事現場の仮設トイレには屎尿収集が必要であり、バキュームカーが活躍

している。そしてその業務に従事している方々がいる。 

筆者は屎尿収集業務に携わる公益財団法人東大阪市公園管理協会の前田真さん(36)と偶然知

り合い、東大阪市での屎尿収集を見学させて頂いた。本稿では、屎尿収集業務の実態と、そこ

に携わる方々が職業差別を受けながらも自らの仕事の価値を高めて乗り越えようとしている状

況を述べてみたい。 

 

東大阪市での屎尿収集にあたる東大阪市公園環境協会 
 東大阪市は大阪平野の東端にあり、「中小企業のまち」「ラグビーのまち」として知られてい

る。都市化された地域であるが、生駒山には岩盤が硬く下水道が敷設できない地区が存在する。

その地区の世帯や、借家の大家が下水道への接続を見合わせている世帯が、約 1300 存在する。 

 これらの世帯や工事現場等の仮設トイレの屎尿収集を担っているのが、2012 年に東大阪市が

100%出資した外郭団体の公益財団法人東大阪市公園環境協会（以下、協会）である。7 台のバ

キュームカーを駆使して、約 1300 世帯の屎尿を月 2 回収集している。 

 

公園環境協会の外観 

 

出典：筆者撮影 

 

事業所にはバキュームカーが並ぶ 

 

出典：筆者撮影 
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１日目「自治研セッション」に登場

パスワード
jichi2024

自治労ホームページ
組合員限定ページ
「自治労通信」も読めます

■自治労通信
７月号ラインナップ■

①【特別企画】災害と自治体職員

②SOGI 理解増進法を自治体で活用す
るために

③地方財政入門（第4回）

④機関紙教室：ビラの壷（後編）

⑤憲法をどう使うか？（第32回）

耐震管取り替え工事現場を拝見
1日に可能な工事は30メート
ル程度。時間のかかる地道な
手仕事だ。耐震管は頑丈な鋳
鉄製。接合部が可動式になっ
ており、地震のショックで離
れないようにできている。

●耐震管率
基幹管路の長さに対する耐震
管の長さの割合
●耐震適合率
耐震管ではないが地盤の状態
などから耐震性があると評価
される管の割合

第40回自治労水週間（8月1日～7日） 災害から考える水道の未来

100年先も水の恵みを
みんなに届けるため

めぐるちゃん
自治労の

公式みずキャラクター

千葉裕人さん
北上市職労

岩手中部水道企業団労組

め

水
道
管
が
地
震
で
壊
れ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う

す
る
の
？
工
事
現
場
に
連
れ
て

行
っ
て
よ
。

ち

い
い
よ
。
見
て
ご
ら
ん
。

耐
震
管
と
い
う
水
道
管
に
取
り

替
え
る
ん
だ
。
地
震
で
揺
れ
る

と
管
の
接
続
部
分
が
動
く
よ
う

に
で
き
て
い
る
か
ら
、
は
ず
れ

な
い
ん
だ
よ
（
左
写
真
）。

め

国
は
基
幹
管
路
の
耐
震

適
合
率（
左
囲
み
解
説
参
照
）を

2
0
2
8
年
度
末
ま
で
に
60
％

以
上
に
す
る
の
が
目
標
と
言
っ

て
い
る
よ
。
2
0
2
2
年
度
末

の
適
合
率
は
42
・
3
％
だ
ね
。

具
体
的
に
は
、
ど
う
い
う
風

に
工
事
を
進
め
る
の
？

ち

水
道
管
は
、全
国
的
に
更

新
が
遅
れ
て
い
て
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
40
年
以
上
使
わ
れ

て
い
る
管
は
全
国
で
22
％
く
ら

い
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。

老
朽
化
す
る
と
漏
水
や
破
裂

が
起
き
て
広
範
囲
で
断
水
す
る

こ
と
が
あ
る
か
ら
、
老
朽
化
し

た
管
か
ら
優
先
的
に
更
新
す
る

計
画
を
作
っ
て
、
工
事
の
と
き

に
耐
震
管
に
取
り
替
え
て
い
く

よ
。
一
気
に
は
で
き
な
い
か

ら
、
毎
日
、
少
し
ず
つ
だ
。

め

千
葉
さ
ん
の
職
場
は
、企

業
団
っ
て
言
う
の
？
市
役
所
の

上
下
水
道
局
と
は
違
う
ん
だ
。

ち

僕
が
働
い
て
い
る
企
業

団
は
2
市
1
町
が
10
年
前
に
共

同
で
設
立
し
た
ん
だ
（
下
囲

み
）。
人
口
が
減
る
中
で
、
水

道
料
金
収
入
の
減
少
、
設
備
の

老
朽
化
な
ど
の
悩
み
を
、
ど
の

自
治
体
も
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
近
隣
の
自
治
体
の
水

道
担
当
者
を
中
心
に
10
年
以
上

も
議
論
を
重
ね
て
「
広
域
化
」

を
決
め
た
ん
だ
。

自
治
体
ご
と
の
事
業
を
統
合

す
る
こ
と
で
運
営
を
効
率
化
し

て
、
中
長
期
的
な
計
画
を
作
る

中
で
、
水
道
料
金
を
一
気
に
引

き
上
げ
な
い
で
、
設
備
の
集
約

化
や
更
新
、
必
要
な
人
材
育
成

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
き

た
の
さ
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
の
量

と
人
員
な
ど
、課
題
は
あ
る
よ
。

め

い
つ
ま
で
も
水
道
を
使

い
続
け
る
た
め
に
は
、
千
葉
さ

ん
は
何
が
必
要
だ
と
思
う
？

ち

管
路
は
ど
ん
ど
ん
老
朽

化
し
て
い
く
け
ど
、
人
口
減
少

が
急
速
に
進
ん
で
、
水
の
需
要

は
減
っ
て
い
る
。
今
あ
る
施
設

を
前
提
に
、
耐
震
化
だ
け
を
進

め
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

1
0
0
年
先
の
将
来
を
見
す

え
た
「
次
世
代
水
道
」
の
構
想

を
描
い
て
、
そ
こ
に
投
資
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
よ
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
、
今
か
ら
起
こ
し

た
い
。
そ
う
考
え
て
い
る
よ
。

め

水
道
っ
て
す
ご
く
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
ね
。

能
登
半
島
地
震
で
は
水
道
管
が
広
範
囲
に
壊
れ
、
石
川
県
を
中
心
に
約
13
・
7

万
戸
で
断
水
が
発
生
し
た
。8
月
1
日
か
ら
の
水
週
間
を
機
に
、水
道
管
の
「
耐

震
化
」
を
通
し
て
水
道
の
未
来
を
考
え
る
。
自
治
労
の
公
式
み
ず
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
め
ぐ
る
ち
ゃ
ん
が
、
耐
震
化
工
事
の
現
場
に
突
撃
取
材
し
た
。

第
40
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
10
月
4
〜
5
日
・
島
根
）

予
告
編

①

《
働
く
》か
ら
見
つ
め
る《
自
治
》

「しまね自治研」1日目の目玉企画「自
治研セッション」に登場する「働き方研
究家」の西村さん。聞いたことのない肩
書だ。一体何者か？
スタートはデザイナー。30歳で大手企

業を辞めて独立したとき、さまざまな「い
い仕事」をしている人に話を聞きまわっ
たことから生まれた名乗りだ。徳島県の
神山町では地域創生に関与。執筆、中小
企業の伴走支援、様々なワークショップ
の主催など、幅広く活動する。
《働く》ことを軸に自治を見つめる自

治研集会に、西村さんはどんな新しい風
を吹き込むのか（2面にインタビュー）。

働
き
方
研
究
家
・
西
村
佳
哲
さ
ん

西
村
佳
哲
（
に
し
む
ら
よ
し
あ
き
）

（
有
）
リ
ビ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
代
表
。
つ
く
る
・
書
く
・
教
え

る
、
大
き
く
3
つ
の
分
野
で
働
く
。
近
著
は
『
ひ
と
の
居
場

所
を
つ
く
る
』（
2
0
2
0
年

ち
く
ま
文
庫
）

自
治
労
水
週
間
ぬ
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル

どなたでも応募できます
自治労は「自治労水週間ぬり絵コン
クール」を開催します。今年のテーマ
は、「水の奏で―忘れがちな宝物」で
す。ポスターデザインは二次元バー
コードからダウンロードできます。
募集期間は、7月8日（月）から8月

31日（土）まで（当日消印有効）。

岩手県北上市、花巻市、紫波町の3自治
体で2014年4月に事業を開始。約21万人
の給水人口・10万戸の給水戸数に水道水
を供給する、水道事業の広域化の「草分
け的存在」。将来を見据えた水道ビジョ
ンの策定、事業の効率化、老朽管の更新
や人材育成などに注力している。

■岩手中部水道企業団

花巻市東和町倉沢地区の現場
（7月3日）

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2024年7月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2371号（１）

自治体職員が働き方を変えれば地域が変わる

西村佳哲さん（取材日：6月26日）

自分の言葉で話す会議を
役場はまちのバックオフィス

多
く
の
人
の
《
働
き
方
》
を
見
つ
め
て
き
た
西
村
さ

ん
。
彼
の
眼
に
は
、
自
治
体
職
員
の
仕
事
ぶ
り
は
、

ど
の
よ
う
に
写
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

徳
島
県
の
神
山
町
と
東
京
の

二
拠
点
生
活
を
し
た
と
き
、
役

場
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
感
じ
た

の
は
、
職
員
数
が
少
な
く
、
職

員
1
人
ひ
と
り
が
自
分
の
仕
事

で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
周
囲
と
話

し
合
っ
て
何
か
を
創
り
出
す
経

験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
ん
だ

な
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

既
存
業
務
を
問
題
な
く
こ
な

す
だ
け
で
は
新
し
い
仕
事
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ど
ん

な
組
織
に
も
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
人
は
い
る
も
の
で
す
。
住

民
が
そ
う
い
う
職
員
を
応
援
し

て
、
役
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

や
め
方
を
教
わ
り
、慣
れ
る

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
た
め

に
は
、
時
代
に
合
わ
な
い
古
い

仕
事
を
や
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。と
こ
ろ
が
、や
め
る
の
は
難

し
い
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
や

め
る
こ
と
を
、
上
手
に
や
め
た

組
織
か
ら
学
び
、
や
め
る
こ
と

に
慣
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
仕
事
は
会
議
で
進
み

ま
す
の
で
、
会
議
の
あ
り
方
は

と
て
も
重
要
で
す
。
会
議
で
は

自
分
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
大

切
で
す
。「
誰
か
が
こ
う
言
っ

て
い
た
」
で
は
な
く
、「
自
分

は
こ
う
思
い
ま
す
」
と
、
自
分

の
意
見
を
言
わ
な
い
と
、
会
議

は
死
に
ま
す
。

会
議
に
は
、《
共
有
・
拡
散
・

混
沌
・
収
束
》
の
4
段
階
が
あ

り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、拡
散
と
混

沌
を
恐
れ
て
、
す
ぐ
収
束
さ
せ

よ
う
と
す
る
会
議
が
多
い
の
で

す
。拡
散
・
混
沌
を
経
た
結
論
は

豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
2
〜
3
回
経
験
す
れ
ば
皆

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

役
場
は
ま
ち
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
で
す
。企
画
・
総
務
部
門

が
明
る
く
ノ
リ
が
い
い
と
組
織

は
元
気
に
な
る
。
役
場
の
雰
囲

気
が
地
域
の
雰
囲
気
を
作
り
ま

す
の
で
、
と
て
も
大
事
で
す
。

自
治
研
集
会
は
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
ヨ
コ
の
交
流
が
で
き

る
貴
重
な
場
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第40回自治研集会in島根

1日目 10月4日（金） 全体集会 10：00～17：00
（会場：くにびきメッセ）

自治研セッション 13：00～16：00
「1％の仕事から考える。課題が価値に変わるとき」
◎登壇者 西村佳哲さん（働き方研究家）

藤井誠一郎さん（立教大学教授）
前田 真さん（自治労東大阪）

2日目 10月5日（土） 分科会 9：00～16：00
（会場：くにびきメッセ他）

第1分科会 「定員制：先着80人」
ようこそ島根へ―自治研入門リターンズ

会場「ホテル白鳥」
第2分科会 地方を変える、AIの力
第3分科会 公務職場を魅力あるものにするために
第4分科会 もう知らないでは済まされない

LGBTQ＋【実践編】
第5分科会 いのちを守る防災・減災計画

震度7・その時あなたは
第6分科会 地域公共交通の現状と課題

交通弱者をつくらないまちづくり
第7分科会 中山間地の地域づくり

会場 浜田市「石央文化ホール」
特別分科会 「定員制：先着60人」（開催県本部主催）

世界遺産の町で学ぶ歴史と暮らし
会場 大田市「石見銀山世界遺産センター」

特別分科会 地域から考えるカーボンニュートラル

6
月
3
〜
14
日
に
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
第
1
1

2
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
が
開
か

れ
、
条
約
の
適
用
状
況
を
審

査
す
る
基
準
適
用
委
員
会
の

「
個
別
審
査
」
に
、
日
本
の

公
務
員
の
労
働
基
本
権
問
題
が

付
さ
れ
た
。

こ
の
会
合
に
は
石
上
千
博
委

員
長
が
連
合
代
表
団
の
一
員
と

し
て
出
席
。
日
本
政
府
の
誠
実

な
対
応
を
求
め
て
発
言
し
た
。

「
個
別
審
査
」

は
6
月
11
日
に

実
施
さ
れ
た
。

審
査
さ
れ
た
の

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
87

号
条
約
の
日
本

国
内
で
の
適
用

状
況
。
冒
頭
、

日
本
政
府
代
表

と
し
て
細
田
大

造
総
務
省
公
務

員
課
長
が
消
防

職
員
の
団
結
権
、
消
防
職
員
委

員
会
制
度
の
意
義
等
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
の
立
場
を
説
明

し
た
。

当
事
国
の
労
働
者
代
表
と
し

て
発
言
し
た
石
上
委
員
長
（
連

合
会
長
代
行
）
は
、
日
本
政
府

が
2
0
1
8
年
の
「
個
別
審

査
」
に
お
け
る
議
長
集
約
で

「
自
律
的
労
使
関
係
制
度
に
つ

い
て
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協

議
す
る
」
等
を
内
容
と
し
た
5

課
題（
囲
み
参
照
）を
示
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
政
府
は
誠
実
に

向
き
合
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
。「
日
本
の
公
務
員
の
労
働
基

本
権
問
題
の
根
本
的
か
つ
抜
本

的
な
解
決
に
向
け
た
日
本
政
府

の
誠
実
な
対
応
を
導
く
本
委
員

会
の
討
議
と
結
論
を
要
請
す

る
」
と
強
く
主
張
し
た
。

労
働
者
側
ス
ポ
ー
ク
ス
パ
ー

ソ
ン
も
日
本
政
府
に
対
し
、
社

会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
議
を

通
じ
2
0
2
6
年
ま
で
に
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
行
動
計
画
を
早
急

に
策
定
し
、
2
0
2
4
年
9
月

ま
で
に
専
門
家
委
員
会
に
提
出

す
る
こ
と
等
を
求
め
た
。

日
本
政
府
に
対
し
改
め
て

対
応
と
報
告
求
め
る
議
長
集
約

「
個
別
審
査
」
を
踏
ま
え
た

議
長
集
約
（
結
論
）
で
は
、
改

め
て
日
本
政
府
に
対
し
、
消
防

職
員
の
地
位
と
労
働
条
件
の
改

善
、
刑
事
施
設
職
員
の
団
結
権

の
あ
り
方
、
自
律
的
労
使
関
係

制
度
の
検
討
な
ど
に
関
し
、
労

使
団
体
と
の
協
議
を
行
い
、
本

年
9
月
ま
で
に
報
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。

議
長
集
約
を
踏
ま
え
連
合
・

自
治
労
は
、
公
務
員
の
労
働
基

本
権
問
題
に
対
し
て
、
引
き
続

き
政
府
に
対
し
て
真
摯
な
議
論

と
速
や
か
で
実
効
あ
る
対
応
を

求
め
て
い
く
。

結
社
の
自
由
及
び
団
結
権
の

保
護
に
関
す
る
条
約
（
第
87

号
）は
、団
結
権
保
障
を
詳
細
に

規
定
し
た
条
約
。
日
本
は
1
9

6
5
年
6
月
14
日
批
准
。
こ
の

条
約
で
は
、
団
結
権
が
与
え
ら

れ
な
い
の
は
軍
隊
と
警
察
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
公
務

員
法
制
で
は
消
防
職
員
、
刑
事

施
設
職
員
な
ど
も
警
察
と
同
視

さ
れ
る
と
の
理
由
で
団
結
権
が

否
認
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
法
の

整
備
が
不
十
分
な
状
態
に
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
日
本
案
件
が
個
別
審
査
に

石
上
委
員
長
が
労
働
者
代
表
で
発
言

個別審査で発言する石上委員長

今年6月、自治法改正により
多くの自治体で会計年度任用職
員にも勤勉手当が支給された。
支給日を迎えた単組のひとつ

に現場の声を聞いた。
◇ ◇

「『一時金が多すぎる。計算
間違ってない？』って、同僚か
らLINEが入ってきたんです」
と、木村恵子（写真中央）さん
が笑う。一時金は、期末手当と
勤勉手当から成り、夏冬それぞ
れ期末手当が1．225カ月、勤勉
手当は1．025カ月（国の制度）。

これまで期末手当だけ支給され
ていた人から見れば、倍増に近
い。
「これこそ組合で勝ち取った

ものよと仲間に宣伝していま
す。賃金改定4月遡及のときも
学習会で説明して、新規加入者
がありました」。そして「組織内
国会議員など関係者のご尽力の
おかげ」と、木村さんは振り返る。
今後の課題はとの問いには、

「現行4号の昇給の頭打ちを引
き上げ、当面、県並みの8号に。
病気休暇の整備も」と話した。

会計年度任用職員に勤勉手当支給が実現 栃木・鹿沼市職労

組合の存在価値を実感
栃
木
・
鹿
沼
市
職
労
の
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
連

絡
会
会
長
・
木
村
恵
子
さ
ん
（
中
央
）、
瓦
井
雅

俊
委
員
長
（
左
）
と
清
水
直
紀
書
記
長
（
右
）

労働基本権
問 題

①自律的労使関係制度の社会的パート
ナーとの協議・検討
②消防職員委員会制度の機能に関する
課題等についての情報提供
③消防職員が警察と同一視されるとい
う政府の見解等についての社会的パー
トナーとの協議、協議結果の情報提供
④刑事施設職員の団結権についての社
会的パートナーとの協議・検討
⑤人事院の手続の中立性、調停・仲裁
機能についての社会的パートナーとの
協議・検討

日本案件第87号条約
個別審査議長集約（2018年）

勤
勉
手
当
の
支
給
を
可
能
に
し
た
今
回
の

地
方
自
治
法
改
正
は
、
私
自
身
、
政
治
と
労

働
組
合
運
動
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
実
感
し
た
出
来
事
だ
っ
た
。

22
年
11
月
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
50
箱
ほ
ど
の
、

皆
さ
ん
が
書
い
て
く
れ
た
勤
勉
手
当
支
給
を

求
め
る
署
名
を
、
配
送
の
お
兄
さ
ん
と
一
緒

に
総
務
省
に
運
ん
だ
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

皆
さ
ん
の
思
い
、
組
織
内
議
員
の
尽
力
、

各
単
組
の
頑
張
り
で
手
に
し
た
昨
年
の
倍
の

金
額
の
手
当
は
、
組
合
の
必
要
性
を
感
じ
さ

せ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
。

臨時・非常勤等職員全国協議会
議 長 中谷 公子

（自治労くしろ児童厚生員ユニオン）

※1面から続く

『政治とのつながり』を実感

・・・・2024年7月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2371号（２）
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3. 自治研セッション 
 

 

 

 

 

 

 

 

１％の仕事から考える。 

課題が価値に変わるとき 

じちろう‥‥2024年７月15日より
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職業差別を乗り越えた先進的な屎尿収集 
 

立教大学 コミュニティ福祉学部  

准教授 藤井誠一郎 

 

 先日次のような光景に出くわした。登校途中の中学生の集団の横を清掃車が通った時、その

うちの 1 人が迷惑そうな口調で「清掃車、臭いな」と大きな声をあげて言った。 

確かに臭った。しかし、社会に必要な仕事に従事している人に向かって大きな声で言う言葉

ではない。しかも清掃車自体が臭いのではない。排出するごみが臭いのである。 

その集団は清掃車を馬鹿にしながら過ぎ去っていったが、関わりを持ちたくなかったので注

意しなかった。しかし暫くして、注意しなかった自分を後悔した。この中学生は筆者の所属す

る大学の付属中学生であったので、なおさら後悔した。 

ごみ収集以外の臭いが伴う業務といえば屎尿収集があげられる。現在では水洗トイレが普及

しているため、都市部ではバキュームカーをそれほど見ない。しかし何らかの理由で下水道が

整備できない地区や工事現場の仮設トイレには屎尿収集が必要であり、バキュームカーが活躍

している。そしてその業務に従事している方々がいる。 

筆者は屎尿収集業務に携わる公益財団法人東大阪市公園管理協会の前田真さん(36)と偶然知

り合い、東大阪市での屎尿収集を見学させて頂いた。本稿では、屎尿収集業務の実態と、そこ

に携わる方々が職業差別を受けながらも自らの仕事の価値を高めて乗り越えようとしている状

況を述べてみたい。 

 

東大阪市での屎尿収集にあたる東大阪市公園環境協会 
 東大阪市は大阪平野の東端にあり、「中小企業のまち」「ラグビーのまち」として知られてい

る。都市化された地域であるが、生駒山には岩盤が硬く下水道が敷設できない地区が存在する。

その地区の世帯や、借家の大家が下水道への接続を見合わせている世帯が、約 1300 存在する。 

 これらの世帯や工事現場等の仮設トイレの屎尿収集を担っているのが、2012 年に東大阪市が

100%出資した外郭団体の公益財団法人東大阪市公園環境協会（以下、協会）である。7 台のバ

キュームカーを駆使して、約 1300 世帯の屎尿を月 2 回収集している。 

 

公園環境協会の外観 

 

出典：筆者撮影 

 

事業所にはバキュームカーが並ぶ 

 

出典：筆者撮影 
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屎尿収集作業の実際 

 屎尿収集は汚れが伴う作業である。その汚れというのは屎尿によるものもあるが、むしろ家

屋の裏までホースを伸ばしていく際につく土や泥によるものである。もし屎尿が付着してしま

った場合は直ぐに事業所に戻って着替える。 

 

ホースを家屋の裏側まで持って行く様子 

 

出典：筆者撮影 

ホースの位置を決める様子 

 

出典：筆者撮影 

実際のところ過酷なのは臭いではなく、夏場に発生する蜂である。家屋の裏側での収集作業

となるため蜂に襲われることもある。あしながバチやスズメバチに刺されてしまう作業員もい

る。 

作業は 3 人体制で行われる。これは詰まった汚物が吸い込まれだす際にホースが暴れる（「走

る」）ことがあるため、人にあたったり周辺の器物を損壊させたりしないように、足で踏みつけ

てしっかりと固定する必要があるからである。３人は多いと思うかもしれないが、安全作業で

細やかな配慮を施しながら収集するためには必要な人員となる。 

 

ホースを固定しながら吸引していく 

 

出典：筆者撮影 

ホースを固定する際にユニフォームが汚れる。 

 

出典：筆者撮影 

 

ホースは柔らかいイメージがあるが、実際は重くて硬く思うようにホースを取り扱えない。

手元が狂うとホースに残る汚物が飛び散り、周囲を汚してしまったり自らも汚れたりする。慎

重に便槽の蓋がある箇所まで伸ばしていき、吸引作業へと移っていく。 

 収集業務は便槽にホースを入れるだけに見えるかもしれないが、細やかにホースをコントロ

ールする技術が必要となる。便槽の中にホースを入れ、屎尿の表層と同じ高さにキープする。

吸引力が強いため結構腕力が必要な作業となる。かなり速く吸引されるため表層の位置が下が

っていく。それに合わせて高さをキープして収集を進めていく。 

 吸引が弱くなったと感じた際には、空気のみを入れて汚物をタンクの中に吸い込ませる。そ

の際には「ゴロゴロゴロゴロ」という音が響いてくる。タンクの中に汚物が入ると「スーーー」

という音に変わる。これを「息継ぎ」と言い、再度汚物の表層にホースを近づけて吸引作業を

続ける。 

 

収集作業にあたる前田さん 

 

出典：筆者撮影 

巧みなホースコントロールで収集していく 

 

出典：筆者撮影 

 

 便槽には屎尿やトイレットペーパーがあるが、生理用品や冬場はカイロが入っていることも

ある。カイロは吸い込めないため汲取対象者に処理を依頼するが、対応が難しい場合は別途収

集することもある。 

固形物が大きくホースに吸い込まれない時がある。ホースの口の角度を変えて吸い込ませる

際には一気に流れ込むため、ホースが暴れる現象が起こる。吸引者が「走るよー」という声を

かけ、残りの 2 人はしっかりとホースを固定し、器物の損壊を防ぐ。3 人のチームワークによ

り収集作業が続けられていく。 

 綺麗に屎尿を取ることを心掛け、借りた水を便槽に流し込み、固形物が残らないように綺麗

に吸い取る。留守中に収集する際には収集した旨を伝えている。たくさんの細やかな配慮を施

しながら作業を行っている。 

 バキュームカーのタンクがいっぱいになってくると屎尿等下水道放流施設に向かい、そこに

降ろして再度現場へと向かっていく。 

 

屎尿等下水道放流施設に到着 

出典：筆者撮影             

屎尿は前処理・希釈され下水道に放流する 

 

出典：筆者撮影 
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出典：筆者撮影 

 

ホースは柔らかいイメージがあるが、実際は重くて硬く思うようにホースを取り扱えない。
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収集作業にあたる前田さん 

 

出典：筆者撮影 

巧みなホースコントロールで収集していく 

 

出典：筆者撮影 
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屎尿等下水道放流施設に到着 

出典：筆者撮影             

屎尿は前処理・希釈され下水道に放流する 

 

出典：筆者撮影 
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作業中に味わった屈辱 
 バキュームカーには脱臭機を装備しているが、作業では臭気を伴うため子どもに限らず大人

からも「臭い」と言われたり鼻を摘ままれたりする屈辱的な経験を前田さんは重ねてきた。そ

の一つを紹介してみたい。 

 収集作業中に近所の中学生の一団が街の美化活動の一環でごみ拾いをしながら近づいてきた。

ホースが暴れてぶつからないように道の端に寄せて足で踏んで押さえ「ご迷惑をおかけしてお

ります」と言った。しかし、生徒のうちの一人がわざとらしく大声で「くっさ！！きも！！」

と言い、それに続くように幾人もの生徒が「くさいなぁ。きもいなぁ」と笑みを浮かべて吐き

捨てて去っていった。 

この暴言は、その列が通り過ぎるまで吐かれ続けたという。その中学生の列の前後には教員

がついていたが、謝罪はなされず、作業員の方々を見ることもなく、そそくさと去っていった。

生徒の暴言や教員の態度に前田さんをはじめとする作業チームのメンバーには激しい怒りがこ

み上げたが、「相手にせんとこ」と言って、怒りをぐっとこらえて鎮めた。 

 帰宅途中で市役所の壁に吊るされた垂れ幕をたまたま見た。そこには「みんなで差別をなく

そう」と書いてあった。それを見た瞬間、自然と涙が溢れだし、嗚咽が暫く止まらなかった。 

 

負の連鎖を断ち切り新たな屎尿収集へ 
 屎尿収集に関する暴言に対しては、悪臭を不快に思う相手の立場を理解し、自らの心の中に

収め前を向き業務に勤しむ者もいれば、職場での暴力にはけ口を求めたり、汲取対象者に「汲

み取りをしてやってる」と高圧的な態度等をとったりする者もかつてはいた。 

 このような業務態度で汲取対象者や市⺠と接していると、さらなる差別が助⻑されていくよ

うになり、負のスパイラルに陥る。前田さんを中心に協会の皆さんは、このような負の歴史を

断ち切り、誇りを持って仕事をしていけるよう、職場における仕事の進め方を変え、次世代の

汲取業務にしていくための 2 つの改革を掲げて実践していった。 

 第 1 に、親切・丁寧・迅速・確実な収集の徹底を心掛けるようにした。汲取対象者のみなら

ず地域の方々との信用・信頼関係を構築し、作業中に影響を及ぼす方々への事前の声がけを積

極的に行う等のきめ細かな配慮を施す収集形態にしていった。 

 第 2 に、災害時における収集処理行動計画や事業所の BCP（業務継続計画）を策定し、災害

時のトイレ対策のスペシャリストになるようにした。災害時で水洗トイレが使えなくなる時の

ために携帯トイレを備蓄し、その使用方法を市⺠に周知徹底していく啓発事業等を行い、災害

時でも排泄行為が誰でも安心してできるように準備していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場全員でＢＣＰへの認識を深めている様子 

 

出典：筆者撮影 

備蓄された携帯トイレ等 

 

出典：筆者撮影

 

 この 2 つの改革は、これまでいわゆる単純労務とされた汲取業務を進化させ、社会の誰もか

ら必要とされる業務へと昇華させていく先進的な取り組みである。この取り組みが全国的に波

及していけば、屎尿収集に携わる方々が、私たちの日常の排泄を守ってくれる人たちであると

いう認識が浸透していき、これまでの職業差別が一掃されていくのではないかと思われる。 

 

これからの可能性を追求する屎尿収集へ 
これまで職業差別の視点から屎尿収集業務について述べてきたので、前田さんをはじめとす

る協会の皆さんは、浴びせられる数々の言葉に逐次敏感に反応している様子をイメージさせて

しまったかもしれない。 

実際はそうではない。協会の皆さんは職業差別を超越した次元で仕事を極めようとしている。

職場での研修を通じてコンプライアンス遵守を徹底し、自らの使命「地域の公衆衛生を守る、

まちをきれいに守る」を確認し合い、その目標に全てのパワーを集中させるように歩んでいる。

どんな罵声を浴びせられようが、それに反応するパワーまでも目標へのエネルギーへと変換さ

せ、地域の公衆衛生を守る方法とは何か、平時・災害時を問わずまちをきれいに守るためにで

きることは何かを議論し合い、実践でそれを追求している。そのうちの 1 つが「トイレの専門

家になる」である。 

協会の取り組みはこれからの屎尿収集をリードしていく形だと思える。このノウハウが他の

地方自治体や団体にも波及していき、これからの屎尿収集を進化させていってほしい。この流

れの先には、「屎尿収集者は社会の宝だ」と認識される社会が展望される。 

 

実践にて収集業務に磨きをかける前田さん 

 

出典：筆者撮影 

 

＊本稿の引用・転載はお控えいただきますようお願いいたします 
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災害時のトイレ対策

一次避難場所に働く
じちろうの仲間と学ぶ

自治労東大阪市労働組合
自治体関連評議会公園環境協会分会

前田真さん

自治労東大阪市労働組合の執行委員を
務める前田真（まえだまこと）さんは2024年8
月2日、川口オートレース場（埼玉県川口市）
で働く埼玉県競走労働組合の自治労組合
員にむけて「災害時におけるトイレ対策 ～
だれでも使いやすいトイレ環境づくり～」と題
して講演した。
前田さんは普段、（公財）東大阪市公園環
境協会に勤め、し尿収集業務を行う。また、
トイレのプロとしての研さんを積み、一般企
業や学校などで啓発活動を続けている。
川口オートレース場は同市内に15ヵ所ある
指定緊急一次避難場所の一つだ。一時的
な避難が想定される場所ではあるが、トイレ
も必要となることは言うまでもない。
前田さんは「大規模な地震が発生した際、
電気、水、トイレなどの公共インフラは止まる
可能性がある。電気・配管・処理施設・送水

施設・トイレなどが損傷すれば水洗トイレやく
み取りトイレの使用が困難になります」と話す。
「発災後、あなたの身近にあるトイレは使え
なくなります。そのときあなたはどうしますか」
と約30人の参加者に投げかけた。
講義のほか、参加者は簡易トイレの使い方
を体験。汚物の代わりとなる試料を注ぎ、凝
固剤を入れる。一体どのようになるのか、と
皆興味津々な表情だった。
講演の最後には率直な質問が多数あがり、
埼玉県競走労働組合の仲間たちは災害時
のトイレ対応を学び、日常生活から職場での
対応を考えるきっかけとなったに違いない。

クイズを取り入れ講義を進めた

簡易トイレの設置から、汚物の処理までを体験

前田真さんは、 10月4日に行われ
る「しまね自治研」全体集会の
「１％の仕事から考える。課題が
価値に変わるとき」と題したセッ
ションに登壇します。
公民評の仲間でもある前田真さん
を応援しに、島根に行こう！

参加者申し込み受付中

こうきょうみんかんニュース（2024年Vol.13）より

4. 第17回地方自治研究賞の選考結果 
 
 
 第40回地方自治研究全国集会（しまね自治研）の開催にあたり、全国から寄せられた組合員、
単組、県本部、市民団体等からの応募は、論文・レポート156本でした。 
 第17回地方自治研究賞は、これらのレポート・論文を選考対象とし、「地方自治研究賞表彰
内規」の選考基準に基づき、選考委員会において選考の結果、次のとおり決定いたしました。 
 
【選考委員】 
 萩 原 久美子 桃山学院大学 教授 
 飛 田 博 史 地方自治総合研究所 副所長 
 山 﨑 幸 治 自治研中央推進委員会委員長・自治労副委員長 
 氷 室 佐由里 自治研中央推進委員会事務局長・自治労政策局長 
 なお、委員の互選により、萩原久美子さんが選考委員会委員長に選出された。 
 
 

第17回地方自治研究賞受賞レポート・論文 
 
＜自治研活動部門＞ 
 
優秀賞（副賞20万円） 
神奈川県本部 川崎市職員労働組合・川崎地方自治研究センター・ヘイトスピーチを許さない
かわさき市民ネットワーク 
「『川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例』制定と今後の課題」 
 
奨励賞（副賞５万円） 
島根県本部 松江市職員ユニオン・ガス支部 
「松江市ガス局の民営化について  ― 『公営堅持』か『民営化』、苦渋の決断 ― 」 
 
島根県本部 邑南町職員連合労働組合・青年部 
「皆が働きやすい職場をめざして  ― あなたの昼休憩はどれくらい？ ― 」 
 
和歌山県本部 自治労海南市職員組合 
「アートとクラフトの力でものづくりのまちの再建を 
  ― 空き家利活用によるアプローチ ― 」 
 
三重県本部 自治研究推進委員会・事務局長 津川 章典（三重県職員労働組合） 
「若年層の人材確保のために」 
 
  

－ 12 －


